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名城大学 理工学部 数学科

卒業生からのメッセージ Message from Graduates

　私は学部4年、大学院2年の計6年間を名城大学で過ごしました。この6年間
を経て学んだことは、基礎の大切さです。当然のことを言っていると思われたで
しょう。私自身、学部時代から分かっているつもりでした。しかし大学院へ進学し
たことにより、本当の意味で理解をすることができました。
　数学科では、学部4年生で数学講究を行います。少人数のゼミで教科書を発表
し合い、卒業論文としてまとめます。ゼミの仲間同士で意見を出しながら納得で
きるものを作成し、非常に充実した時間を送ることができました。その後、大学
院へ進学し数学の研究を始めました。研究を始めるにあたって、集合や位相、ル
ベーグ積分等、学部時代に学ぶ基礎が非常に重要でした。しかしながら、基礎
の学びが十分ではないという現実に直面し、基礎を勉強しつつ研究を進めると
いう日々を過ごしました。基礎を勉強していくほど、数学の面白さに魅了されてい
きました。修士論文は多くの方々に支えられて完成させることができ、私にとって
かけがえのない経験となりました。

　現在は、愛知県で高等学校の教員として働いています。基礎の大切さというものは、何事においても通じるのでは
ないでしょうか。教員として、自分が得たものを少しでも生徒に伝えることができる授業を目標としています。
　皆さんが4年間ひいてはそれ以上数学に没頭できることを羨ましく思います。この機会を存分に楽しんでください。
応援しています。

愛知県立高等学校 教諭

N さん

2022卒
2024修了

2025卒 　私が数学科に進学したのは、純粋に数学が好きだったからです。入学当初は
将来IT業界に進むことなどまったく考えていませんでした。しかし学びを深めるな
かで、数学の考え方がさまざまな分野とつながっていることに気づき、次第に興
味が広がっていきました。
　特に印象に残っているのは、数学講究とゼミでの経験です。数学講究では、初
めてディープラーニングに触れました。難しそうに感じていた分野でしたが、線形
代数や微分など、これまで学んできた数学が基礎として使われていることを知
り、大きな感動を覚えました。それまで抽象的だと感じていた数式が、現実の仕
組みの中で生きているとわかり、数学への関心がさらに深まりました。ゼミでは、
LAMP環境を構築してECサイトを作成しました。プログラミング言語を学習する
際に、定義や定理を丁寧に扱う数学的な姿勢が、とても役立っていることが実感
できました。複雑な処理を整理するときにも、論理的に順を追って考える力が自
然と働いていて、これまでの学びの積み重ねを感じました。

　もちろん、どの科目でも内容を自分の中でしっかり理解するのは簡単ではありませんでした。試験前には学科の友
人たちと集まり、自分の言葉で説明したり、定義や定理を一緒に確認したりして、お互いの理解を深めながら乗り越え
てきました。わからない部分を共有し、助け合えた時間は、今でも大切な思い出です。
　現在はIT業界で働いています。システムを実現するために論理的な仕組みを考える場面では、数学科で培った思考
力が自然と役立っています。たとえば、処理の流れを整理したり、仕様を抽象化して捉えたりする力は、証明や構造的
な議論を通して身につけたものだと感じています。
　数学科で学ぶことが、いつ・どのような形で自分のやりたいことと結びつくかは、分かりません。だからこそ、一つひ
とつの学びを大切にしながら、積極的に新しいことにも挑戦してみてください。みなさんが数学を楽しみながら学べる
ことを願っています。

ICT企業勤務

M さん



1 Department of Mathematics 2

物事をよく分析し、
筋道をつけて的確に推論する能力を身に付け、
自らの力で確かめようとする心を養う

　数学は土地測量・天体観測などを起源として興り、学問としての歴史は数千年に及びます。

その間人々は必要に迫られた実用的な面だけではなく、一見非実用的な面にも興味を持ち続

けて研究を行い、今日のような絢爛たる現代数学の世界を作り出しました。

　数学は自然科学や社会科学のための基本的言語としての役割を果たしますが、一方でそ

れ自身が深い思索の対象です。数学の一面である抽象性は汎用性の源でもあり、かつては非

実用的と思われていたことでも現代においては実生活に欠かせないものになっています。数

学の発達と文明・文化の発展は切っても切り離せません。

　日本における数学研究の歴史も関孝和に見るように大変長きにわたり、現在では日本は世

界的な数学大国の一つになりました。当数学科も名城大学開学以来の長い伝統があり、多く

の優秀な卒業生を輩出しています。これまでに著名な研究者も数多く教員として所属した歴

史があり、過去から現在に至るまで活発に最先端の研究が行われています。また、当数学科

は全国的に見ても規模の大きな数学科であり、その規模に応じて充実した環境が整備されて

います。

　当数学科では基軸となる代数学・幾何学・解析学とともに、当数学科独自の数理情報と計

算機科学を加えて5本の柱とする教育システムを構築し、科目間の連携も強化するなど一層

の充実を図っています。「物事をよく分析し、道筋をつけて的確に推論する能力を身に付け、

自らの力で確かめようとする心を養う」ことを大切にしながら、幅広い知識と技能を身につ

けられるように工夫されています。

　現在数学科の学生の多くは教職課程を履修しています。実際、愛知県下の中学校・高等

学校教員のうちかなりの割合が名城大学出身者であることは私たちの誇りです。また一方で、

半数近くの卒業生は情報系や金融系を中心とした企業に幅広く就業し活躍しています。

　学部4年間で学んだ数学をより深く理解し、自分独自の考察を深めるために大学院への進

学も勧めています。大学院は研究者を目指す人だけのものではありません。教職を希望する

人にとっては専修免許が取得でき、数学の魅力が語れる教師になるための実力を身に付ける

ことができます。一般企業に就職する人にとっても、ひとつのことを深く真剣に考え抜くと

いう経験は様々な場面で活かされるでしょう。

　数学科の学生には、抽象的な理論と具体的な例を往き来するという困難な作業の中で様々

な力を身に付ける努力が求められます。時代を超えて社会が必要とする、厚みのある優秀な

人材になるために、必ず数学の理論と考え方が役に立つはずです。皆さんにも是非この数学

科で学び、世界で活躍できる人間になって巣立って欲しいと願っています。

　「代数学」「幾何学」「解析学」「数理情報」「計算機科学」の基幹5領域を柱として、理論と応用の双方を

重視した学習と研究に取り組んでいきます。単に計算技術の修得に留まらず、数学的な感性と論理的な思考力を

養い、数学の視点で物事を表現する能力や問題解決力を身に付けます。さらにプログラミング技術や教員免許

など、実社会で求められるスキル・資格の獲得も目指します。

ラウンジ

数学科カリキュラム

カリキュラムの特徴

■ 代数学・幾何学・解析学・数理情報・計算機科学を5本の柱とする独自カリキュラム

■ 基礎から体系的に学ぶカリキュラムを編成し、論理的な思考力やひらめき、感性を育成

■ プログラミング教育にも力を入れており、数学科専用のコンピュータ室を3室設置
  （教室2室、サーバー室1室）

■ 数理物理実験に対応した教室と環境を設置しており、様々な実験が可能

■ 教育現場はもちろん、ソフトウエア開発分野からのニーズも高い教員免許を約6割の学生が取得

代　数　学

進　路

中学・高校教員（数学）
高校教員（情報）

大学院進学

解　析　学
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基幹5領域

一般企業、公務員

多目的実験室計算機実習室

学 科 紹 介
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数学分野紹介

3 Department of Mathematics 4

　代数学分野では、群・環・体などの基本的な代数系の理解を通じて、現
代数学の抽象的な考え方を習得します。代数学の知識は、より進んだ幾何
学や解析学を学ぶ際にも必要とされます。

分野の概要

　代数学では小学校以来学んできた四則演算を抽象化したものが扱われ、
普段慣れ親しんでいる実数や複素数とは全く異なる新しい数の体系も登
場します。このような代数学の知識は情報通信に関わる工学的な諸分野で
も常識として使われています。

この分野を通して学べることと特徴

　4年次のゼミでは群論や体論などの話題のほか、それらの発展として図形
の対称性、作図問題、整数論などの多様なテーマを学ぶことができます。
また、暗号や符号など工学的な応用に関わる理論を学ぶことも可能です。

この分野のゼミで行う学習・研究

代数学
Algebra

抽象化を通して現代数学の考え方の真髄に迫る

数学分野紹介

　解析学では、高校で学んだ極限や微分積分が、さらに進化（深化）した
形で登場します。その理論をもとにして様々な関数の性質の調べ方や、微
分方程式について学びます。また、高校で学ぶ微分積分をさらに深く考察
したりします。

分野の概要

　まずは１・2年次の科目において、解析学で用いる微分積分に関する基本
的な計算方法とその背後にある理論を学びます。その後、微分方程式論・
複素解析学・ルベーグ積分論といった分野の学習を通して、解析学における
基本的考え方を身に付けます。４年次の科目ではフーリエ解析学・関数解析
学・超関数論といった発展的内容に触れ、現代解析学の深さを実感します。

この分野を通して学べることと特徴

　４年次のゼミでは、上記のような解析学の内容や高校数学の内容からさらに
学びを深めたい内容を選んで学習を進め、その内容に対する理解力を ”他人
に分かりやすく説明できる” レベルにまで高めます。

この分野のゼミで行う学習・研究

解析学 極限操作を駆使して関数の性質を調べる
Analysis

幾何学
Geometry

広大な宇宙「多様体」の構造を調べる 数理情報 不確実な偶然現象の背後にひそむ数学理論を学ぶ
Mathematics and Informatics

　幾何学分野では、1年次で学ぶ内容を深化させた理論（群・代数・微分
方程式・変分法など）を基に、図形（多様体）の構造を調べる方法につい
て学びます。

分野の概要

　現代幾何学は大きく「位相幾何」と「微分幾何」に分けられ、前者は図形の
つながり具合、後者は図形の曲がり具合の研究を得意とします。これらの
特性を生かし、図形の構造を様々な視点から調べます。用いられる手法は、
一般に 次元の世界にまで拡張することができ、実際に目で見ることのでき
ない図形の形でさえ調べることが可能になります。その中でも特に3次元の
世界は神秘に満ちあふれ、非常に興味深いものです。それを実感できるよう
に、講義では初歩から学びます。

この分野を通して学べることと特徴

　4年次のゼミにおいて、微分幾何分野では、図形とその一般化である多様
体の作り方、対称性、曲がり方について研究します。位相幾何分野では、3次
元空間内の結び目、4次元空間内の曲面、3次元多様体の大域的性質について
深く調べます。

この分野のゼミで行う学習・研究

　数理情報分野では数学におけるランダムな対象や世の中のゆらぎ現象
を記述し解明する数学 ( 確率論、確率過程論、統計数理及びゲーム理論
など ) について学びます。確率論の考え方は極微の世界の現象を考察する
ための数学に通じ、数学の中だけでなく物理現象や経済現象などの数学研
究においても不可欠になっています。

分野の概要

　学習を進めると、素数の分布などの数学そのものの中にある現象や、世
の中の様々な不確実な現象を題材に確率論の視点から考える方法が身に
付きます。また、計算機科学分野のプログラミングを併せて学習すること
で、様々なデータの統計解析や計算機を用いたシミュレーションができる
ようになります。さらに、数理ファイナンス等の高度な専門家として企業
において活躍することもできます。

この分野を通して学べることと特徴

　4年次のゼミでは、数学の専門書などを読んだり、確率論や統計学の問題
に関するプログラムを作成したりするなど、各自の興味に合わせて学習でき
ます。

この分野のゼミで行う学習・研究

n
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大学院

　計算機科学分野ではコンピュータとプログラミングについて学ぶととも
に、数学の理論とプログラミングを利用してできることについて学んでいき
ます。数学科専用の計算機室で豊富な計算機環境を利用できるのが特徴の
ひとつです。

　名城大学大学院には修士（博士前期）課程と博士（博
士後期）課程が設置されており、世界最先端の内容に至
るまで高度な数学を学ぶことができます。
　大学院を修了することで専門知識を生かすことのでき
る企業への就職や研究者としての道などが開かれます。
また、最上位の教員免許（高校（数学）及び中学（数学）
の専修免許）を取得することもできます。

　数学を通して培った論理的思考力や分析力はあらゆる業種において役立ちます。これは特定の分野にとらわれない
数学の強みです。
　近年では数学が再評価されており、教育やICTに関連する産業以外にも工業関連業種や総合商社、金融業種などか
らの需要が増加しています。卒業生は非常に多岐に渡る業種に携わり、それぞれ活躍しています。

進学・就職・資格情報

教職課程
　数学科の通常カリキュラムに加え、所定の科目を修得
することで学校教員になるために必要な教員免許（数学・
情報）を取得することができます。
　数学科では専門科目教育はもちろんのこと、数学教育
に関する講義や研究も行っています。
　また、学校教育で必要な知識や技術を学ぶ際には名
城大学教職センターが皆さんをサポートします。

分野の概要

　この分野では、技術面ではプログラミング技術を実践しながら学び、理論面
ではコンピュータを利用することで実現できる数学の応用法や解法、コンピュー
タの仕組みを数学的に考察する方法などを学びます。これに加えて、基本情報
技術者試験などの資格試験に対応した情報技術に関する理論も学ぶことができ
ます。

この分野を通して学べることと特徴

　4年次のゼミでは、学んだことを活かしてコンピュータやスマートフォン上
で動作するアプリケーションを作成したり、コンピュータを用いて数学の問
題を解いたりするなど、それぞれの興味にあわせて学習を進めます。

この分野のゼミで行う学習・研究

計算機
科学 Computer Science

数学とコンピュータで実世界にアプローチ

近年の主な進学先

近年の主な就職先

所定の単位を修得することで取得可能な資格 資格取得実績例

○ 教育委員会
 （名古屋市・愛知県・岐阜県・三重県・
    東京都・横浜市・神奈川県・静岡県　など）
○ 経済産業省 中部経済産業局
○ 愛知県警察本部
○ カゴメ株式会社
○ 東海旅客鉄道株式会社（JR東海）
○ 西日本旅客鉄道株式会社（JR西日本）
○ 積水化学工業株式会社
○ オークマ株式会社
○ 新東工業株式会社
○ 三菱自動車工業株式会社
○ スズキ株式会社（スズキ自動車）
○ 株式会社アイシン
○ 株式会社デンソー

○ 伊藤忠テクノソリューションズ株式会社
○ 富士ソフト株式会社
○ キヤノンITソリューションズ株式会社
○ 株式会社中電シーティーアイ
○ 東邦ガス情報システム株式会社
○ 株式会社トヨタシステムズ
○ TIS株式会社　　
○ デンソーテクノ株式会社
○ NTPシステム株式会社
○ 株式会社豊田自動織機ITソリューションズ
○ Sky株式会社
○ 株式会社十六銀行
○ 株式会社名古屋銀行
○ 日本郵政株式会社
○ 株式会社河合楽器製作所　

○ 名城大学大学院   ○ 名古屋大学大学院   ○ 大阪大学大学院   ○ 九州大学大学院
○ 首都大学東京（現：東京都立大学）大学院   ○ 愛知教育大学大学院

○ 中学校教諭1種免許（数学）
○ 中学校教諭専修免許（数学）【大学院】
○ 高等学校教諭1種免許（数学・情報）
○ 高等学校教諭専修免許（数学）【大学院】
○ 学芸員

○ 小学校教員資格認定試験
○ 基本情報技術者
○ 応用情報技術者

数学分野紹介

ゼミ・卒業研究のテーマ例

格子点の数え上げ
局所体の研究
高次方程式とその判別式
力学と楕円関数

代数学分野

自然界に現れる形の変分法を用いた研究
曲面のホモロジー・ホロノミー群とその計算法
2次元結晶の分類とペンローズタイル
結び目と3次元多様体の位相幾何学的性質

幾何学分野

微分方程式の基礎理論
複素解析と調和解析
微分方程式論に基づく初等関数の構成
高等学校で学ぶ諸定理の厳密な証明

解析学分野

確率過程の構成とその応用
力学系とエントロピー
数理ファイナンスの理論と実証
超汎関数論、量子確率過程と確率解析

数理情報分野

数値解析の理論と実践
偏微分方程式の数値計算
AI及び機械学習の理論と実装
iOS、Androidアプリケーションの作成

計算機科学
分野 
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Department of Mathematics, Meijo University

名城大学〒468-8502  名古屋市天白区塩釡口一丁目 501 番地
TEL ／ 052－832－1151　 FAX ／ 052－832－1169
https://ccmath.meijo-u.ac.jp

名城大学 理工学部 数学科

卒業生からのメッセージ Message from Graduates

　私は学部4年、大学院2年の計6年間を名城大学で過ごしました。この6年間
を経て学んだことは、基礎の大切さです。当然のことを言っていると思われたで
しょう。私自身、学部時代から分かっているつもりでした。しかし大学院へ進学し
たことにより、本当の意味で理解をすることができました。
　数学科では、学部4年生で数学講究を行います。少人数のゼミで教科書を発表
し合い、卒業論文としてまとめます。ゼミの仲間同士で意見を出しながら納得で
きるものを作成し、非常に充実した時間を送ることができました。その後、大学
院へ進学し数学の研究を始めました。研究を始めるにあたって、集合や位相、ル
ベーグ積分等、学部時代に学ぶ基礎が非常に重要でした。しかしながら、基礎
の学びが十分ではないという現実に直面し、基礎を勉強しつつ研究を進めると
いう日々を過ごしました。基礎を勉強していくほど、数学の面白さに魅了されてい
きました。修士論文は多くの方々に支えられて完成させることができ、私にとって
かけがえのない経験となりました。

　現在は、愛知県で高等学校の教員として働いています。基礎の大切さというものは、何事においても通じるのでは
ないでしょうか。教員として、自分が得たものを少しでも生徒に伝えることができる授業を目標としています。
　皆さんが4年間ひいてはそれ以上数学に没頭できることを羨ましく思います。この機会を存分に楽しんでください。
応援しています。

愛知県立高等学校 教諭

N さん

2022卒
2024修了

2025卒 　私が数学科に進学したのは、純粋に数学が好きだったからです。入学当初は
将来IT業界に進むことなどまったく考えていませんでした。しかし学びを深めるな
かで、数学の考え方がさまざまな分野とつながっていることに気づき、次第に興
味が広がっていきました。
　特に印象に残っているのは、数学講究とゼミでの経験です。数学講究では、初
めてディープラーニングに触れました。難しそうに感じていた分野でしたが、線形
代数や微分など、これまで学んできた数学が基礎として使われていることを知
り、大きな感動を覚えました。それまで抽象的だと感じていた数式が、現実の仕
組みの中で生きているとわかり、数学への関心がさらに深まりました。ゼミでは、
LAMP環境を構築してECサイトを作成しました。プログラミング言語を学習する
際に、定義や定理を丁寧に扱う数学的な姿勢が、とても役立っていることが実感
できました。複雑な処理を整理するときにも、論理的に順を追って考える力が自
然と働いていて、これまでの学びの積み重ねを感じました。

　もちろん、どの科目でも内容を自分の中でしっかり理解するのは簡単ではありませんでした。試験前には学科の友
人たちと集まり、自分の言葉で説明したり、定義や定理を一緒に確認したりして、お互いの理解を深めながら乗り越え
てきました。わからない部分を共有し、助け合えた時間は、今でも大切な思い出です。
　現在はIT業界で働いています。システムを実現するために論理的な仕組みを考える場面では、数学科で培った思考
力が自然と役立っています。たとえば、処理の流れを整理したり、仕様を抽象化して捉えたりする力は、証明や構造的
な議論を通して身につけたものだと感じています。
　数学科で学ぶことが、いつ・どのような形で自分のやりたいことと結びつくかは、分かりません。だからこそ、一つひ
とつの学びを大切にしながら、積極的に新しいことにも挑戦してみてください。みなさんが数学を楽しみながら学べる
ことを願っています。

ICT企業勤務

M さん
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